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東
芝
イ
ン
フ
ラ
シ
ス
テ
ム

ズ
は
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン

デ
ィ
ッ
チ
法
（
Ｏ
Ｄ
法
）
の

下
水
処
理
施
設
向
け
に
、
回

転
繊
維
体
を
用
い
た
前
処
理

装
置
「
Ｈ
ａ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉT

M

（
は

ぶ
き
）」
の
販
売
を
開
始
し

た
。
国
内
約
１
０
０
０
カ
所

の
下
水
処
理
施
設
に
お
い
て

採
用
さ
れ
て
い
る
Ｏ
Ｄ
法
の

反
応
タ
ン
ク
の
前
段
に
「
Ｈ

ａ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉT

M

」
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
低
動
力
か
つ
効

率
的
な
前
処
理
を
実
施
し
、

下
水
中
の
汚
濁
物
質
を
分

解
・
除
去
す
る
反
応
タ
ン
ク

の
負
荷
を
大
幅
に
低
減
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

「
Ｈ
ａ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉT

M

」
は
、

下
水
処
理
施
設
の
反
応
タ
ン

ク
の
前
段
に
設
置
す
る
、
回

転
繊
維
体
を
用
い
た
下
水
処

理
装
置
。
装
置
内
部
の
微
生

物
を
大
量
に
付
着
・
保
持
す

る
立
体
網
目
状
の
回
転
繊
維

体
が
常
に
回
転
す
る
こ
と
で

繊
維
体
の
表
面
に
好
気
性
の

微
生
物
が
保
持
さ
れ
、
下
水

中
の
汚
れ
を
分
解
す
る
微
生

物
の
活
動
を
促
進
す
る
こ
と

で
処
理
能
力
を
向
上
さ
せ

る
。

　

１
分
間
あ
た
り
３
～
８
回

転
と
低
速
で
回
転
し
、
15
分

程
度
の
Ｈ
Ｒ
Ｔ
（
水
理
学
的

滞
留
時
間
）
で
下
水
中
の
Ｂ

Ｏ
Ｄ
を
70
％
、
Ｔ
―
Ｎ
を

25
％
低
減
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
の
た
め
、
反
応
タ
ン

ク
へ
流
入
す
る
負
荷
を
低
減

で
き
、
曝
気
に
係
る
電
気
代

を
削
減
で
き
る
。
回
転
繊
維

体
に
お
け
る
固
形
物
の
滞
留

時
間
が
長
く
原
生
動
物
の
割

合
が
大
き
く
な
る
こ
と
か

ら
、
余
剰
汚
泥
発
生
量
を
従

来
の
Ｏ
Ｄ
法
と
比
較
し
て
10

～
20
％
削
減
で
き
る
。

　

下
水
処
理
施
設
の
処
理
能

力
を
増
強
す
る
際
、
通
常
は

新
た
な
系
列
を
増
設
す
る
必

要
が
あ
る
が
、「
Ｈ
ａ
ｂ
ｕ

ｋ
ｉT

M

」
を
導
入
し
下
水
を

処
理
す
る
既
存
の
反
応
タ
ン

ク
の
能
力
を
増
強
さ
せ
る
こ

と
で
、
新
た
な
反
応
タ
ン
ク

の
増
設
が
不
要
と
な
り
、
建

設
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
ま
た
「
Ｈ
ａ
ｂ

ｕ
ｋ
ｉT

M

」
水
槽
内
に
設
置

さ
れ
る
回
転
繊
維
体
の
40
％

程
度
が
水
中
に
浸
漬
し
、
低

速
で
回
転
す
る
こ
と
で
水
処

理
を
行
う
非
常
に
シ
ン
プ
ル

な
装
置
で
あ
り
、
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
も
軸
受
部
分
の
定
期
的

な
グ
リ
ス
ア
ッ
プ
の
み
で
維

持
管
理
を
容
易
に
し
て
い

る
。

　

回
転
繊
維
体
は
１
／
６

ピ
ー
ス
×
15
枚
を
１
ユ
ニ
ッ

ト
と
し
て
、
ユ
ニ
ッ
ト
毎
に

交
換
可
能
な
構
造
と
し
て
い

る
。
装
置
本
体
が
シ
ン
プ
ル

か
つ
維
持
管
理
が
容
易
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
よ
り
反
応

タ
ン
ク
の
系
列
数
を
削
減
す

る
場
合
は
、
既
設
の
曝
気
装

置
を
維
持
・
管
理
す
る
手
間

を
省
く
こ
と
が
で
き
る
。

　

同
社
で
は
「
製
品
化
に
あ

た
り
、
日
本
下
水
道
事
業
団

と
の
共
同
研
究
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
４
月

か
ら
２
０
２
３
年
12
月
に
か

け
て
、
栃
木
県
さ
く
ら
市
氏

家
水
処
理
セ
ン
タ
ー
で
実
規

模
の
実
証
試
験
を
行
い
ま
し

た
。
実
証
を
踏
ま
え
、
省
エ

ネ
性
能
と
処
理
能
力
増
強
が

確
認
で
き
ま
し
た
。
回
転
繊

維
体
を
用
い
た
前
処
理
装
置

と
Ｏ
Ｄ
法
を
組
み
合
わ
せ
た

下
水
処
理
手
法
は
、
国
内
の

下
水
処
理
施
設
向
け
と
し
て

初
め
て
の
取
り
組
み
で
す
。

『
Ｈ
ａ
ｂ
ｕ
ｋ
ｉT

M

』
は
、

コ
ス
ト
、
ス
ペ
ー
ス
、
手
間

の
３
つ
を
省
く
こ
と
が
で
き

ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い

る
。

　

前
澤
工
業
グ
ル
ー
プ
は
７

月
11
日
、
２
０
２
６
年
度

（
27
年
５
月
期
）
を
最
終
年

度
と
す
る
３
カ
年
の
中
期
経

営
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
を

公
表
し
た
。「
人
と
技
術
力

で
未
来
を
拓
く
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
①
成
長
戦
略

の
推
進
②
既
存
事
業
の
収
益

力
強
化
③
企
業
価
値
向
上
に

向
け
た
経
営
基
盤
の
強
化
―

を
重
点
施
策
と
し
て
い
る
。

２
０
２
７
年
５
月
期
の
経
営

目
標
（
連
結
）
は
、
売
上
高

が
４
０
３
億
円
（
２
０
２
４

年
５
月
期
実
績
３
６
５
億
１

１
０
０
万
円
）、
営
業
利
益

が
53
億
円
（
同
48
億
７
５
０

０
万
円
）、
利
益
率
が
13
・

２
％
（
同
13
・
４
％
）。

　

基
本
方
針
は
「
社
会
・
市

場
環
境
の
変
化
を
見
据
え
、

当
社
グ
ル
ー
プ
の
製
品
・
シ

ス
テ
ム
・
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ

た
新
た
な
価
値
の
創
出
と
、

成
長
を
確
か
な
も
の
と
す
る

た
め
の
技
術
開
発
お
よ
び
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
加
え

て
生
産
設
備
の
増
強
お
よ
び

人
的
資
本
へ
の
投
資
を
強
化

し
、
多
様
な
人
材
が
活
躍
で

き
る
環
境
・
組
織
づ
く
り
を

進
め
、
企
業
価
値
を
さ
ら
に

高
め
て
い
き
ま
す
」
と
し
て

い
る
。

　

重
点
施
策
の
①
で
は
、
再

エ
ネ
・
省
エ
ネ
、
官
民
連

携
、
海
外
水
イ
ン
フ
ラ
の
分

野
で
、
成
長
戦
略
の
推
進
を

図
る
。
具
体
的
に
は
、
脱
炭

素
社
会
実
現
に
向
け
た
バ
イ

オ
マ
ス
・
省
エ
ネ
技
術
の
開

発
強
化
と
事
業
展
開
、
官
民

連
携
へ
の
体
制
強
化
と
事
業

の
推
進
、
海
外
水
イ
ン
フ
ラ

市
場
に
お
け
る
事
業
機
会
の

創
出
に
取
り
組
む
。

　

②
で
は
、
バ
ル
ブ
・
環
境
・

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
に
お
い

て
、
安
定
的
な
事
業
拡
大
と

さ
ら
な
る
収
益
力
強
化
を
図

る
。具
体
的
に
は
、顧
客
ニ
ー

ズ
に
応
え
る
技
術
開
発
・
提

案
力
の
強
化
、
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
最
適
化
と
施
工
管
理
体

制
の
強
化
、
顧
客
対
応
力
強

化
に
よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
の
拡
充
を
進
め
る
。

　

③
で
は
、
企
業
価
値
を
高

め
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
に
成
長
し
て
い
く
た

め
、
経
営
基
盤
の
強
化
を
図

る
。
具
体
的
に
は
、
人
的
資

本
の
充
実
と
社
員
一
人
ひ
と

り
が
活
躍
で
き
る
職
場
づ
く

り
、
持
続
的
成
長
に
つ
な
が

る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
ガ
バ
ナ
ン

ス
強
化
と
環
境
に
配
慮
し
た

企
業
活
動
の
推
進
に
取
り
組

む
。

　

前
中
期
３
カ
年
経
営
計
画

（
２
０
２
１
～
23
年
度
）
で

は
、「
新
た
な
成
長
へ
の
飛

躍
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
、

事
業
領
域
の
拡
充
、
収
益
基

盤
の
強
化
、
持
続
的
成
長
を

支
え
る
経
営
基
盤
の
強
化
を

重
点
施
策
と
し
て
、
社
会
、

事
業
環
境
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の

変
化
を
見
据
え
、
持
続
的
な

成
長
を
目
指
し
活
動
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
２
４
年
５

月
期
に
お
い
て
売
上
高
、
営

業
利
益
、
営
業
利
益
率
の
３

項
目
全
て
目
標
を
達
成
し

た
。
こ
の
結
果
や
同
社
グ

ル
ー
プ
を
取
り
巻
く
事
業
環

境
を
踏
ま
え
、
新
た
な
中
期

３
カ
年
経
営
計
画
を
策
定
し

た
。

〈
７
月
29
日
公
告
〉

【
宇
都
宮
市
川
田
水
再
生
セ

ン
タ
ー
電
気
設
備
工
事
そ
の

40
】
▽
工
事
内
容
＝
電
気
設

備
工
事
（
改
築
）
▽
対
象
工

事
＝
運
転
操
作
設
備
、
計
装

設
備
、
監
視
制
御
設
備
▽
入

札
方
式
＝
電
子
入
札
・
事
後

審
査
対
象
案
件
▽
開
札
日
時

＝
８
月
27
日
11
時
20
分

【
宇
都
宮
市
清
原
水
再
生
セ

ン
タ
ー
他
１
施
設
電
気
設
備

工
事
そ
の
５
】
▽
工
事
内
容

＝
電
気
設
備
工
事
（
改
築
）

▽
対
象
工
事
＝
運
転
操
作
設

備
、
計
装
設
備
、
監
視
制
御

設
備
▽
入
札
方
式
＝
電
子
入

札
・
事
後
審
査
対
象
案
件
▽

開
札
日
時
＝
８
月
27
日
13
時

【
宇
都
宮
市
川
田
水
再
生
セ

ン
タ
ー
他
１
施
設
建
設
工
事

そ
の
34
】
▽
工
事
内
容
＝
土

木
・
建
築
工
事
（
改
修
）
▽

対
象
工
事
＝
〈
土
木
工
事
〉

清
原
沈
砂
池
ポ
ン
プ
棟
工
一

式
、
川
田
最
初
沈
殿
池
（
４

～
６
系
）
一
式
、
川
田
反
応

タ
ン
ク
（
５
系
）
一
式
、
川

田
最
終
沈
殿
池
（
５
系
）
一

式
〈
建
築
工
事
〉
４
系
電
気

室
改
修
工
事
一
式
、
５
系
電

最
初
沈
殿
池
階
段
室
改
修
工

事
一
式
〈
建
築
電
気
設
備
工

事
〉
最
初
沈
殿
池
棟
建
築
電

気
設
備
工
事
一
式
▽
入
札
方

式
＝
電
子
入
札
・
事
後
審
査

対
象
案
件
▽
開
札
日
時
＝
８

月
27
日
11
時
30
分

【
君
津
富
津
広
域
下
水
道
組

合
君
津
富
津
終
末
処
理
場
電

気
設
備
工
事
そ
の
10
】
▽
工

事
内
容
＝
電
気
設
備
工
事

（
改
築
）
▽
対
象
工
事
＝
自

家
発
電
設
備
、
運
転
操
作
設

備
、
監
視
制
御
設
備
▽
入
札

方
式
＝
電
子
入
札
・
事
後
審

査
対
象
案
件
▽
開
札
日
時
＝

８
月
27
日
10
時
40
分

　

登
米
市
上
下
水
道
部
は
７

月
26
日
、
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
で
実
施
す
る
水
道

事
業
料
金
徴
収
・
給
水
装
置

管
理
等
業
務
委
託
の
参
加
者

募
集
に
つ
い
て
公
告
し
た
。

▽
給
水
契
約
等
の
受
付
業
務

▽
電
算
処
理
業
務
を
含
む
水

道
料
金
及
び
下
水
道
使
用
料

徴
収
業
務
▽
給
水
装
置
工
事

関
連
申
請
受
付
業
務
▽
給
水

装
置
管
理
業
務
▽
そ
の
他
附

帯
す
る
業
務
―
を
委
託
す
る

も
の
で
、
履
行
期
間
は
２
０

２
５
年
４
月
１
日
～
30
年
３

月
31
日
ま
で
。
委
託
上
限
額

は
10
億
９
８
８
５
万
円
（
消

費
税
・
地
方
消
費
税
含
ま

ず
）
以
内
と
し
て
い
る
。
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
へ
の
参
加
申
込

書
を
８
月
30
日
17
時
ま
で
受

け
付
け
る
。

ン
ド
オ
ピ
ニ
オ
ン
制
度
や
貯

水
槽
の
ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
制

度
と
い
っ
た
協
会
事
業
を
紹

介
。
４
月
か
ら
の
水
道
行
政

の
国
土
交
通
省
・
環
境
省
へ

の
移
管
、
水
質
検
査
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
問
題
な
ど
も
挙
げ

な
が
ら
「
様
々
な
情
勢
変
化

が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
。
こ
う

し
た
動
き
を
的
確
に
把
握
し

つ
つ
、
登
録
検
査
機
関
の
業

務
の
拡
大
と
財
政
の
安
定
、

検
査
に
対
す
る
国
民
の
信
頼

性
の
確
保
に
向
け
各
方
面
へ

の
働
き
か
け
を
一
層
強
め
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
訴
え
た
。

　

今
年
度
の
事
業
で
は
、
各

種
講
演
会
や
研
修
会
、
研
究

発
表
会
な
ど
を
開
催
す
る
。

検
査
機
関
と
し
て
の
信
頼
性

確
保
を
目
的
と
し
た
20
条
、

34
条
検
査
の
精
度
管
理
事

業
、
ラ
ン
キ
ン
グ
表
示
制

度
、
簡
易
専
用
水
道
優
良
検

査
機
関
認
定
制
度
（
Ｇ
Ｉ

Ｐ
）
事
業
、
ク
リ
プ
ト
ス
ポ

リ
ジ
ウ
ム
検
査
の
適
正
な
推

進
を
図
る
セ
カ
ン
ド
オ
ピ
ニ

オ
ン
事
業
、
試
験
法
提
案
事

業
な
ど
も
引
き
続
き
実
施
し

て
い
く
。
ま
た
、
水
道
行
政

の
移
管
を
踏
ま
え
、
国
交

省
、
環
境
省
と
の
関
係
を
深

め
、
協
会
・
会
員
機
関
の
活

動
が
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
で
き

る
よ
う
努
め
る
と
し
た
。

　

両
省
へ
の
要
望
と
し
て

は
、
検
査
の
信
頼
性
と
適
切

な
検
査
料
金
の
確
保
に
向
け

た
水
道
事
業
体
へ
の
指
導

や
、
給
衛
協
が
行
う
自
主
事

業
へ
の
支
援
、
簡
易
専
用
水

道
等
の
検
査
率
向
上
に
関
す

る
取
り
組
み
の
充
実
、
水
質

検
査
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
し

て
衛
生
上
の
必
要
性
を
国
が

き
ち
ん
と
議
論
し
方
向
性
を

出
し
対
応
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
と
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
出
席
し
た
国

交
省
の
倉
谷
英
和
・
水
道
計

画
指
導
室
長
は
「
水
道
が
抱

え
る
課
題
に
向
き
合
い
、
安

全
で
強
靭
な
水
道
を
次
世
代

に
引
き
継
い
で
い
く
取
り
組

み
を
皆
様
と
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
環
境
省
の
柳

田
貴
広
・
水
道
水
質
・
衛
生

管
理
室
長
は
「
移
管
に
伴
い

国
土
交
通
大
臣
と
環
境
大
臣

の
登
録
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
が
、
引
き
続
き
皆
様
に
は

各
検
査
の
実
施
に
協
力
を
」

と
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
柳

田
室
長
は
「
水
質
基
準
、
水

質
検
査
、
貯
水
槽
水
道
等
に

関
す
る
最
近
の
動
向
に
つ
い

て
」
と
題
し
特
別
講
演
を
行

い
、
水
道
行
政
の
移
管
や
外

部
精
度
管
理
調
査
、
有
機

フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
）
の
検
討
状
況
な
ど
に
つ

い
て
解
説
し
た
。

　

第
36
回
大
都
市
下
水
道
管

理
・
業
務
担
当
部
長
会
議

が
、
７
月
18
、
19
日
に
名
古

屋
市
内
で
開
催
さ
れ
た
。
東

京
都
と
政
令
指
定
都
市
の
下

水
道
担
当
部
署
の
部
長
ら
約

60
人
が
参
加
し
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
な
ど
を

テ
ー
マ
と
し
た
討
議
な
ど
を

行
っ
た
。

　

冒
頭
、
開
催
地
を
代
表
し

て
、
川
合
正
恭
・
名
古
屋
市

上
下
水
道
局
技
術
本
部
長
が

あ

い

さ

つ

し
、
能
登
半

島
地
震
へ
の

支
援
に
つ
い

て
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も

に
、
会
議
の

場
が
さ
ら
な

る
民
間
活
用

や
温
室
効
果

ガ
ス
削
減
、

職
員
の
技
術

力
確
保
な
ど

下
水
道
事
業

を
取
り
巻
く

様
々
な
課
題

の
解
決
、
参
加
都
市
の
事
業

の
さ
ら
な
る
発
展
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
し
た
。

　

続
い
て
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
土
師
健
吾
・
国
土
交

通
省
下
水
道
事
業
課
事
業
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室
課
長
補

佐
が
あ
い
さ
つ
す
る
と
と
も

に
、「
下
水
道
行
政
の
最
近

の
動
向
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。
能
登
半
島
地

震
へ
の
支
援
に
対
す
る
感
謝

を
述
べ
た
上
で
、
上
下
水
道

地
震
対
策
検
討
委
員
会
の
中

間
と
り
ま
と
め
の
概
要
、
７

月
１
日
付
で
事
務
連
絡
し
た

下
水
道
事
業
に
お
け
る
事
業

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
、
下

水
道
管
路
内
の
作
業
環
境
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
た
。

　

会
議
で
は
、
事
前
に
集
約

し
た
21
議
題
の
中
か
ら
、
▽

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
に

向
け
た
検
討
状
況
▽
ウ
ォ
ー

タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
地
場
要
件

▽
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

状
況
―
に
つ
い
て
の
３
つ
の

議
題
に
つ
い
て
討
議
を
行
っ

た
。

　

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
に
関

し
て
は
、
各
都
市
の
検
討
の

現
状
や
地
場
企
業
の
振
興
・

育
成
の
観
点
か
ら
の
各
都
市

の
考
え
方
な
ど
を
共
有
し
、

意
見
交
換
を
行
っ
た
。
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
状

況
に
関
し
て
は
、
ご
み
焼
却

施
設
か
ら
の
発
電
の
自
己
託

送
に
よ
る
有
効
活
用
や
環
境

価
値
分
と
し
て
の
非
化
石
証

書
の
購
入
な
ど
、
各
都
市
に

お
け
る
下
水
道
施
設
へ
の
再

エ
ネ
電
力
の
導
入
に
関
す
る

様
々
な
取
り
組
み
や
環
境
部

局
と
の
連
携
な
ど
を
共
有
、

意
見
交
換
し
た
。

　

最
後
に
、
次
回
開
催
都
市

で
あ
る
横
浜
市
の
平
野
哲

雄
・
下
水
道
河
川
局
下
水
道

施
設
部
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

次
回
開
催
に
向
け
た
抱
負
を

語
る
と
と
も
に
、
今
年
４
月

に
新
た
に
立
ち
上
げ
た
下
水

道
河
川
局
の
紹
介
、
横
浜
市

で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ

×
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
７
（
２

０
２
７
年
国
際
園
芸
博
覧

会
）
へ
の
来
場
を
呼
び
か
け

た
。

　

２
日
目
に
は
、
名
古
屋
市

の
空
見
ス
ラ
ッ
ジ
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
と
露
橋
水
処
理

セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
た
。

　

造
水
促
進
セ
ン
タ
ー
（
山

本
和
夫
理
事
長
）
は
さ
き
ご

ろ
、
第
45
回
理
事
会
を
開

き
、
前
年
度
の
事
業
や
収
支

決
算
の
報
告
、
今
年
度
の
公

益
目
的
支
出
計
画
に
つ
い
て

審
議
、
承
認
し
た
。
ま
た
、

今
年
度
事
業
の
経
過
報
告
を

行
っ
た
。

　

昨
年
度
は
、
公
益
事
業
と

し
て
15
件
、
そ
の
他
事
業
と

し
て
12
件
、
会
務
等
２
件
の

計
29
件
の
事
業
を
実
施
し

た
。
公
益
事
業
の
う
ち
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
金
属
鉱
物
資
源

機
構
（
Ｊ
Ｏ
Ｇ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
か

ら
受
託
し
た
「
可
搬
式
セ

ラ
ミ
ッ
ク
膜
随
伴
水
処
理

フ
ィ
ー
ル
ド
試
作
機
制
作
に

関
す
る
業
務
」
は
、
中
東
産

油
国
の
油
田
に
お
け
る
海
底

パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等
の
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
排
水
の
処
理
に
セ
ラ

ミ
ッ
ク
膜
技
術
を
適
用
し
、

油
分
や
懸
濁
物
質
等
を
海
洋

放
流
可
能
な
レ
ベ
ル
ま
で
除

去
す
る
も
の
。
フ
ィ
ー
ル
ド

試
験
実
施
に
向
け
、
現
地
の

水
処
理
装
置
製
作
会
社
に
対

し
て
試
験
機
の
製
作
指
導
・

製
作
管
理
を
行
っ
た
。

　

今
年
度
は
６
月
現
在
、
公

益
事
業
11
件
、
そ
の
他
事
業

６
件
、
会
務
等
２
件
の
計
19

件
の
事
業
を
進
め
て
い
る
。

公
益
事
業
の
う
ち
、
２
０
２

３
年
か
ら
継
続
し
て
い
る

「
活
性
汚
泥
併
用
型
生
物
膜

処
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」

は
、
国
土
交
通
省
の
Ｂ
―
Ｄ

Ａ
Ｓ
Ｈ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

け
る
Ｆ
Ｓ
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
、
同
セ
ン
タ
ー
が
研
究

代
表
者
と
し
て
実
施
し
て
い

る
も
の
。
標
準
活
性
汚
泥
法

の
反
応
槽
前
段
に
Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ

モ
ジ
ュ
ー
ル
を
設
置
し
、
中

空
糸
膜
の
外
面
に
形
成
し
た

生
物
膜
層
へ
酸
素
を
直
接
供

給
す
る
こ
と
で
、
効
率
的
な

酸
素
供
給
に
よ
り
曝
気
風
量

を
大
幅
に
削
減
す
る
。
さ
ら

に
、
反
応
槽
か
ら
の
Ｎ
２

Ｏ

ガ
ス
の
発
生
も
抑
制
す
る
。

開
発
目
標
と
し
て
、
標
準
活

性
汚
泥
法
と
同
等
の
処
理
水

質
を
満
足
し
つ
つ
、
曝
気
風

量
、
Ｎ

２

Ｏ
ガ
ス
発
生
量
と

も
に
50
％
の
削
減
を
目
指

す
。
今
年
度
は
50
％
規
模
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
テ
ス
ト
機
で

デ
ー
タ
取
得
を
行
っ
て
お

り
、
引
き
続
き
実
証
研
究
へ

の
移
行
を
目
指
す
と
し
て
い

る
。

　

こ
の
ほ
か
、
再
生
水
処
理

技
術
の
信
頼
性
評
価
、
省
エ

ネ
を
実
現
す
る
水
処
理
再
生

膜
の
グ
レ
ー
ド
分
類
、
水
再

利
用
に
よ
る
環
境
性
向
上
効

果
の
評
価
方
法
、
水
処
理
再

生
膜
の
評
価
試
験
方
法
等
に

つ
い
て
国
際
標
準
化
に
向
け

た
事
業
を
実
施
す
る
。

画
・
予
算
、
国
へ
の
要
望
事

項
な
ど
を
審
議
し
、
承
認
し

た
。
ま
た
２
０
２
３
年
度
の

全
国
飲
料
水
検
査
、
簡
易
専

用
水
道
検
査
の
両
発
表
会
の

会
長
賞
と
委
員
長
賞
の
表
彰

式
も
行
っ
た
。
総
会
後
は
、

環
境
省
に
よ
る
特
別
講
演
、

20
条
、
34
条
そ
れ
ぞ
れ
の
委

員
会
の
事
業
報
告
も
行
わ
れ

た
。

　

冒
頭
、
奥
村
会
長
は
「
水

道
水
質
検
査
の
８
割
を
登
録

検
査
機
関
が
担
っ
て
お
り
、

そ
の
役
割
と
責
任
は
極
め
て

大
き
い
」
と
し
、
検
査
料
金

の
適
正
化
と
検
査
機
関
の
財

政
の
安
定
化
を
図
る
活
動
を

は
じ
め
、
20
条
検
査
の
セ
カ

　

全
国
給
水
衛
生
検
査
協
会

（
奥
村
明
雄
会
長
）
は
こ
の

ほ
ど
、
都
内
で
総
会
を
開
い

た
。
会
員
水
質
検
査
機
関
か

ら
約
１
２
０
人
が
出
席
し
、

２
０
２
３
年
度
の
事
業
報

告
・
決
算
や
今
年
度
事
業
計

　信州大学工学部の田中宏明・特任教授（京都

大学名誉教授）が、2024年度の環境保全功労者

として環境大臣の表彰を受けた。大腸菌、水生

生物等に係る環境基準の検討やＡＭＲ（薬剤体

制）など水環境に関する新たな課題に対する調

査研究に尽力し、中央環境審議会臨時委員等を

歴任するなど水環境行政の推進に大きく貢献し

たことによる。

　日本の水環境の環境基準において、ＢＯＤ等

の生活環境基準項目の達成率は年々改善してき

たものの、糞便汚染を示す衛生指標は大腸菌群

数が土壌由来のものと区別がつかないことから

達成状況の判定が行われてこなかった。田中特

任教授は京都大学時代に河川や湖沼、下水道等

における糞便指標細菌、ウイルス、薬剤耐性の

研究を実施。大腸菌群数は、糞便汚染の指標と

してより適切な「大腸菌数」と関係しないこと、

水系感染ウイルスの存在を示せないことを明ら

かにした。また、水環境保全のための排水基準

のあり方や消毒方法、それらの水生生物への影

響などについても取り組んできた。

　研究結果を踏まえ、国の審議会や検討会を通

じて環境基準を大腸菌数に変更することや、新

たな課題としてウイルスや薬剤耐性菌による糞

便汚染対策に取り組むべきこと、排水基準の適

切な管理などを提言。大腸菌数は2021年に環境

基準化し、2024年には排水基準となった。今回

の受賞は、これらの貢献を讃えたもの。

　このほど環境省で表彰式が開かれ、和田篤也・

環境事務次官（当時）から田中特任教授へ表彰

状が贈られた。伊藤信太郎・環境大臣のあいさ

つを代読した和田事務次官は環境保全活動の貢

献に対する感謝を述べ、「環境省では国民一人

ひとりのウェルビーイング向上を環境政策の最

上位に位置付け、第６次環境基本計画を閣議決

定したところ。今後も皆さんとともにかけがえ

のない地球環境を次世代に引き継ぐため尽力し

たい」とした。

　田中特任教授は受賞の喜びを語るとともに、

「これからの水環境や下水道について、適切な

環境基準のあり方に一歩二歩進むことができ

た。今回の受賞はその証しであり、一緒に研究

に取り組んできた皆さん全体への表彰だと考え

ている」と話した。

業
務
拡
大
と
信
頼
性
確
保
を

検
査
機
関
の
役
割
・
責
任
大
き
く

給
衛
協

奥村会長

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
な

ど

討
議

名
古
屋
で
第
36
回
会
議

大
都
市
下
水
道
管
理
・

業
務
担
当
部
長
会
議

各都市から約60人が参加した管理・業務担当
部長会議

Ｍ
Ａ
Ｂ
Ｒ
技
術
の
省
エ
ネ
効
果
検
証

理
事
会
で
事
業
経
過
を
共
有

造
水
促
進

セ
ン
タ
ー

料
金
徴
収
・
給
装

管
理
業
務
を
委
託

登
米
市
上
下
水
道
部

◆
Ｊ
Ｓ
入
札
情
報

回転繊維体を用いたＯＤ法向け前処理装置
「Ｈａｂｕｋｉ™」

東芝インフラシステムズ

下水前処理装置「ＨａｂｕｋｉTM」を販売

成
長
戦
略
推
進
、収
益
力
強
化
を

３
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
策
定

前
澤
工
業

人
と
技
術
力
で
未
来
を
拓
く

人
と
技
術
力
で
未
来
を
拓
く

田中宏明田中宏明氏氏が環境大臣表彰が環境大臣表彰

表
彰
状
を
手
に
す
る
田
中
特
任
教
授
㊨

「コスト」「スペー
ス」「手間」を省く

２０２４年（令和６年）８月１日付

水 道 産 業 新 聞


